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研究成果の概要（和文）：ジャポニスム（19 世紀末）以前の西洋における日本文化受容を、漆器・磁器・染織品など
の交易品を中心にとらえるとともに、西洋において「シノワズリ」と呼ばれる東洋趣味を総合的に把握し、その中にお
ける日本の役割について考察した。
従来、分野ごとに個別におこなわれてきた日本コレクションの調査を合同で実施することにより、当地における研究に
寄与することができた。
また、漆の間・磁器の間の実地調査を通じて、オランダに始まった東洋趣味の室内装飾の伝統が、王族の姻戚関係を通
じてドイツとイギリスに伝わったのちに、その他の国へ広まっていく経緯を確認することができた。

研究成果の概要（英文）：From the Japanese history perspective, the period between the 17th until the mid 1
9th century has exceptional meaning since at that time Japan opened for the first time toward western worl
d and experienced lively culture exchange with Europe. In this research project, we examined how Japanese 
export objects such as lacquer, porcelain and textile were perceived in Europe, and in which ways the Japa
nese decorative arts had influenced the western culture and, finally, how the image of Japan had formed in
 Europe. We carried out researches on historical collections of Japanese decorative arts in Europe and stu
died original examples of interior decorations for Japanese arts in German, Italian, Swedish, French and P
olish castles. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
(1) 20 年あまりの間にめざましい進展を
とげたジャポニスム研究は、近年では、
その対象をより広範な地域、また視覚芸
術を越えた文化・社会現象にまで拡大し、
いっそうの深化をみせている。しかしな
がら、ジャポニスム以前の東西交流につ
いては、西洋美術や文化の構造自体を揺
るがすほどの影響力を持ち得なかったと
する理解が一般的であり、丹念な検討は
おこなわれてこなかった。 

(2) もちろん、欧米におけるシノワズリ研
究はひとつの分野をかたちづくっており、
とくにこのテーマによる展覧会の開催回
数の多さは、当該分野に対する関心が決
して低くないことを物語る。しかし、多
くの研究成果は、主として欧米からの視
点によるものであり、日本や中国の研究
者が積極的に議論に加わり活発な展開を
みせる段階には至っていないといえよう。 

(3) 日本においては、この分野を単独であ
つかった研究書・概説書は、先見性のあ
っ た 先 学 に よ る わ ず か な 業 績
（Chisaburo Yamada, Die Chinamode 
des Spätbarock, Berlin, 1935・小林太市
郎『支那と仏蘭西美術工芸』東方文化学院
京都研究所、弘文堂書房、1937 年・山田
智三郎『一七、一八世紀に於ける欧州美術
と東亜の影響』アトリエ社、1942年）を除け
ば皆無といってよく、基本文献として知
られるヒュー・オナーの『シノワズリ』
（1974 年刊）さえ邦訳されていない。 

(4) とはいえ、近年では貿易陶磁に加えて
輸出漆器の研究の進展により、この時期
の日本文化の受容に対する関心が、国内
においても徐々に高まりを見せている。
本研究の研究代表者および分担者、協力
者は、漆工・陶磁・染織・絵画・演劇な
どの分野において、それぞれ東西交流の
問題をあつかう過程で、これらの全体像
をとらえる研究の重要性を認識するよう
になった。個別分野に関する研究は相応
の進展をみせており、研究成果も蓄積さ
れてきているため、これらを総合的に検
証する作業に着手するのに時宜を得てい
ると考える。 

 
２． 研究の目的 

 
本研究は、ジャポニスム前史ともとらえ

られる開国以前の時期に焦点をあて、西洋
においては「シノワズリ（中国趣味）」と呼

ばれる文化現象の中の一部とみなされてき
た日本文化受容のありさまを、分野横断的
視点から総合的にとらえることを目的とす
る。当時の日本イメージ形成に大きく関与
した漆器・陶磁器・染織などの交易品の受
容とその模倣・影響の問題を中心としつつ、
室内装飾や庭園・音楽・演劇・文学・生活
様式など西洋文化の広範な領域にみられる
日本趣味を検証する。あわせて、当時の西
洋人にとって「幻想の東洋」の代表的存在
であった中国の交易品との比較や、中国を
はじめとする実体としてのアジア諸国と日
本・西洋の交易や交流も視野に含め、アジ
アからの視点でシノワズリを把握する一助
としたいと考えた。 
日本が西欧世界と邂逅し文物・文化の交

流が活発化した 17 世紀から開国前後の 19
世紀半ばまでの期間を設定し、多岐にわた
る問題点のうち、研究期間中（４年間）に達
成したい当面の中心課題を以下の通り設定
した。 
 

Ⅰ 西洋諸国における日本文化受容の様態 
(1) 漆器・磁器のコレクションの形成と

その機能 
(2) 漆器・磁器と装飾（漆の小部屋・磁

器の小部屋・中国の小部屋など） 
(3) 漆器・磁器の改造および金具の装着 
(4) 染織品の輸出と受容（ヤポンセ・ロ

ッケン・ベッドカバー・壁布など） 
(5) 和紙・絵画その他の輸出と受容 
(6) 音楽・演劇・文学における日本趣味 

Ⅱ 模倣と影響 （技術・モティーフ・文様
構成・表現など） 
(1) ジャパニング(模造漆器) 
(2) ヨーロッパにおける磁器の制作と

模倣 
(3) インド製のヤポンセ・ロッケン 

Ⅲ 日本・中国・西洋の交流 
(1) 中国経由の磁器・漆器輸出 
(2) 中国製交易品（漆器・磁器・染織品） 
(3) 日中間の技術・美術交流と西洋市場 

Ⅳ シノワズリからジャポニスムへ 
(1) シノワズリの定義 
(2) 従来のシノワズリ評価と新しい評

価・ジャポニスムとの比較または関
係性についての考察 

 
 



３． 研究の方法 
 

本研究では、研究目的に掲げたⅠ～Ⅳの研
究内容に関連して、海外および国内に所蔵さ
れる資料の調査・撮影を行うことを前提とし、
なかでも、西欧諸国における日本文化の受容
の実態を精査することが第一義であるため、
各年度最低１回の海外調査（可能な限り全員
参加）を研究計画の中核とした。 

研究組織については、Ａ漆工、Ｂ陶磁、Ｃ
染織の３班を中心に調査をおこない、これに
周辺領域の動向を加味して全体像をとらえ
ることを試みた。 
 
４． 研究成果 

 
(1) 海外コレクションの調査 
 各国に現存する漆の間・磁器室・鏡の間な
どのシノワズリ室内装飾の調査と、それを構
成する日本製磁器・漆器および染織品、関連
する中国・西洋製の工芸品の調査を行った 

① ドイツにおける調査（2009 年度） 
  訪問先は、ドレスデン国立美術館磁器コレ
クション館、ザクセン州立・国立・大学図書
館、ヴァイカースハイム城、アルンシュタッ
ト城美術館「新宮殿」、バイロイト城、バイロ
イト・エルミタージュ城、バンベルク・新レ
ジデンス、ファヴォリテ城、ラシュタット城、
ニュンフェンブルク城、ミュンヘン・レジデ
ンス美術館、ルードヴィックスブルク城。 
ラシュタットのファボリテ城内の「日本の

間」の壁面に貼り付けられた日本製の押絵に
ついて調査した結果、国内には伝世例がほと
んどない極めて上質な押絵遺品であり、なお
かつ制作工房が確認できる貴重な遺例と位置
付けることができたことは特筆される。 

② イタリアにおける調査（2010 年度） 
訪問先は、ドゥッカーレ宮殿(ヴェネツィア

製漆塗盾)、レッツォニコ宮殿(ヴェネツィア
漆器および日本・中国製磁器)ジェノヴァ王
宮・赤の宮殿・白の宮殿・スピノーラ宮殿(日
本製・中国製磁器)トリノのマダマ宮殿(シノ
ワズリ室内装飾)、ヴィラ・デラ・レジーナ(シ
ノワズリ室内装飾・漆器)の調査、王宮(漆の
間・日本製磁器)、装飾美術館シノワズリ室内
装飾の調査ピッティ宮殿(日本製漆器・磁器)、
ヴェネツィア宮殿(日本製磁器)、ギャラリ
ー・ドーリア・パンフィーリ(シノワズリ絵
画・シノワズリ庭園)、パレルモのヴァルグア
ルネーラ・ガンジ宮殿(日本製磁器)、中国小
館(シノワズリ室内装飾) 
ピエモンテ、シチリアは、とくにシノワズ

リが盛行した地域であり、まとまった遺例に
めぐまれている。イタリアのシノワズリ、日
本美術受容に関する基本的な調査をおこなえ
たことが有益であった。 

③ スウェーデンの調査（2011 年度） 

訪問先は、スコックロスタ城(漆器・磁器)、
ストックホルム東洋美術館(漆器・磁器・染織
品)、国立歴史博物館(染織品)、ドロットニン
グホルム宮殿(中国離宮の室内装飾および日
本・中国製磁器・その他)、ヨーテボリ市立博
物館(漆器・磁器)、ヨーテボリ海洋博物館、
ルスカ美術工芸博物館、リンネ博物館(日本コ
レクション)、ウプサラ大学博物館 

④ フランスにおける調査（2012 年度） 
訪問先は、ヴィクトール・ユゴー記念館（中
国風室内装飾）、カルナヴァレ美術館（漆器・
磁器・シノワズリパネル等）、ルーブル美術
館（シノワズリ）、パリ装飾美術館（漆器・
磁器）、ジャックマール＝アンドレ美術館（磁
器）、ニシム＝ド＝カモンド美術館（磁器お
よび漆器）、ディジョン市立美術館（日本製
漆器・磁器）、マニアン美術館（漆器・磁器）、
セーヴル国立陶磁美術館（陶磁器の調査）、
フォンテーヌブロー宮殿（中国博物館）、ヴ
ェルサイユ宮殿美術館（日本製漆器および磁
器）、シャンティイ城（陶磁器およびシノワ
ズリ）【、ヴォー・ル・ヴィコント城（日本
製磁器・漆器） 
フランスにおいては、現存する磁器室の例

は確認できなかったが、18～19 世紀のシノワ
ズリ室内装飾の実例および漆器・磁器コレク
ションの調査を通じて、多くの新知見を得た。                 

⑤ スペインおよびポーランドにおける
調査（2013 年度） 

スペイン国立装飾美術館において開催中の
特別展「南蛮漆器―スペインに残された『日
本』」 Lacas Namban: Huellas de Japón en 
España- IV Centenario de la Embajada Keicho
を見学し，企画者との意見交換により，最新
の研究状況について知ることができた。その
他、エル･エスコリアル修道院（中国製漆器）
を訪問した。 
ポーランドのヴィラノフ城が19世紀初頭に

収集した日本コレクションと「中国の間」の
漆によるシノワズリ装飾について精査するこ
とができ，多くの新知見を得た。また、現地
研究者との交流によって，その他クラクフの
マンガ美術館（日本製漆器・磁器・染織品）
を訪問、ポーランドの日本関係資料の所在に
ついての情報を得ることができた。 

 
(2) 研究成果の発信と、隣接領域との連携 

2011 年度は、ジャポニスム学会のシンポ
ジウムへの協力、および羽田科研(文部科学省
日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究
(S)(研究代表者:東京大学羽田正教授「ユーラ
シアの近代と新しい世界史叙述」)との共催に
よるワークショップを開催し、本研究による
成果の一部を公表するとともに、隣接領域の
研究者との交流をはかることができた。 

 
(3) まとめと今後の課題 



主たる研究成果は、シノワズリという文化
現象の全体像についての共通認識を深める
ことができたこと、また、従来個別に研究が
進められてきた漆器と磁器の伝世状況と受
容史に関して、共同で研究を行うことにより、
多くの成果をあげることができた。 
磁器班は、主として、磁器の間の装飾に用

いられた日本製磁器の年代・産地・特色を精
査するとともに、日本製と中国製の磁器がど
のように配置され、空間を構成しているかに
注目し、当時のヨーロッパの嗜好が日本磁器
の造形にどのような影響を及ぼしていたか
を検証した。 
漆器班は、18 世紀ヨーロッパのロココ美術

の一分野としてシノワズリがどのように表
現され、漆を用いた装飾がいかに機能してい
たかについて、個々の漆の間の事例における
注文者の意図や、装飾の源泉、選択された技
法等を通じて検討した。 
また、漆の間、磁器の間の実地調査を通じ

て、オランダに始まった東洋趣味の室内装飾
の伝統が、王族の姻戚関係を通じて、ドイツ
とイギリスに伝わったのちに、その他の国へ
広まっていく経緯を確認することができた。 
さらに、「シノワズリ」の用語・定義につ

いて、欧米の研究者と日本人研究者との認識
に大きな齟齬があり、ヨーロッパ美術史の学
問領域においては、「シノワズリ」とは、「西
洋で作られた東洋風のもの」と認識するのが
一般的であり、この中からは、東洋製の美術
工芸品は除外されることが明確となった。 

ただし、広範な地域に遺品を確認できる当
該資料のうち、ドイツ・イタリア・北欧地域
とフランスに関しては調査を実施し、状況を
把握できたものの、イギリス・オランダをは
じめ、調査未了の地域を多く残している。漆
器・磁器同様に無視できない数量が輸出され
た染織品についても、現存遺品の確認が難し
く、本格的な検討はおこなえていない。本研
究で完了できなかった分野の調査研究、シノ
ワズリの包括的な研究については、今後の課
題としたい。 
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